
令和２年度（上半期）　在宅医療・介護連携推進事業　取組み状況　（概要）
北 都島 福島 此花 中央 西 港 大正 天王寺 浪速 西淀川 淀川 東淀川 東成 生野 旭 城東 鶴見 阿倍野 住之江 住吉 東住吉 平野 西成 集計

１　地域で把握可能な既存情報の整理 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 2 2 １．18区
２．6区

２　在宅医療・介護の必要量や資源量の現状把握 2 2 1 2 2 1 2 1 2 1 1 2 2 2 2 2 1 1 1 2 2 2 2 2 １．8区
２．16区

３　医療・介護資源の情報について更新 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 2 1 1 2 2 １．17区
２．7区

４　地域の医療・介護関係者との医療・介護資源の情報共
有・活用 2 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 2 2 １．17区　２．7区

３．0区　４．0区

５　在宅医療・介護の必要量や資源量の将来推計 2 2 2 2 2 2 2 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 １．3区　２．21区
３．0区　４．0区

２：会議体の開催について 開催回数 1回 2回 0回 0回 0回 0回 0回 2回 0回 2回 2回 0回 1回 0回 2回 2回 2回 2回 1回 0回 1回 1回 0回 1回
０．10区　１．6区
２．8区　３．0区

部会・ワーキンググループを設置
　1．あてはまる
　2．あてはまらない

1 1 1 1 2 1 1 1 2 2 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1
１．18区
２．6区

１.　個別の医療・介護関係団体へのヒアリング等による、各
専門職　　における課題の抽出・共有や、対応策の検討 1 3 1 3 3 2 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 3 3 2 １．15区　２．2区

３．7区　４．0区

２.　異なる職種・団体同士が会する場における、専門職が抱
える課題・ニーズの抽出・共有や、対応策の検討 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 2 3 3 １．19区　２．2区

３．3区　４．0区

３.  地域の医療・介護関係団体等が参画する会議の地域全
体の現状・課題,目指すべき理想像の検討 1 1 1 2 3 2 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 3 3 1 １．15区　２．2区

３．7区　４．0区

8.　地域における在宅医療・介護連携に関する目標の設定
について 2 2 2 1 2 1 1 1 2 1 1 2 2 1 2 2 1 2 1 2 1 1 2 2 １．11区　２．13区

9.　地域における在宅医療・介護連携の取組を評価する 2 2 2 2 2 1 1 1 2 1 1 2 2 1 2 2 1 2 1 2 2 1 2 2 １．9区　２．15区

10.　在宅医療・介護連携推進事業の進捗管理について 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 2 1 2 2 1 2 1 １．14区　２．10区

6：対応策の進捗状況
1.　対応策について具体化されていない
2.　対応策が具体化されている
3.　対応策が実施され、評価及び改善を行っている

2 2 2 1 1 3 3 2 2 3 2 2 1 2 2 1 1 2 2 1 2 1 1 2
１．8区
２．13区
３．3区

１　地域内の既存の研修の把握 1 1 2 1 1 1 1 2 2 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 2 2 1 1 1 １．17区　
２．7区

２　関係者へのヒアリング、アンケート等を通じた研修ニー
ズ、課題の把握 2 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 １．19区　
２．5区

３　ニーズや課題に応じた研修の実施 2 2 2 1 2 2 2 1 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 1 2 １．6区　
２．18区

8：多職種研修の開催について 開催回数 0回 0回 0回 0回 0回 0回 0回 2回 0回 0回 1回 1回 0回 0回 0回 0回 0回 0回 1回 0回 0回 0回 0回 0回
０．20区
１．3区
２．1区

１　地域へ向けて何を普及啓発するのか確認する 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 2 １．19区
２．5区

2　普及啓発の対象者および普及啓発に使用する方法を選
定する 1 1 2 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 2 １．18区

２．6区

3　普及啓発（情報提供）の実施 2 2 2 1 2 1 2 1 2 1 1 2 1 1 2 2 1 2 2 2 2 2 1 2 １．9区
２．15区
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４：課題の抽出と対応策の検討
に関連する取り組み状況
１．実施した
２．R2年度下半期に実施予定
３実施に向けた具体的な準備調
整はしていない。．
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９：地域住民への普及啓発の進
捗状況
１．あてはまる
２．あてはまらない

会議名称

カ　医療・介護関係者に
向けた多職種研修

7：医療・介護関係者向け多職種
研修の進捗状況
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２．あてはまらない
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参考資料２



令和２年度（上半期）　在宅医療・介護連携推進事業　取組み状況　（概要） 受託法人

北 都島 福島 此花 中央 西 港 大正 天王寺 浪速 西淀川 淀川 東淀川 東成 生野 旭 城東 鶴見 阿倍野住之江 住吉 東住吉 平野 西成 集約

1.　区民が必要とする切れ目のない在宅医療・介護のサービス提供体制の
ニーズ、あり方の検討 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1. 24区　2.0区

3.0区　4. 0区

2.　主治医・副主治医制の導入・推進に向けた取組 1 1 3 1 1 3 3 1 3 1 1 3 3 1 2 3 1 1 3 1 1 3 3 3 1. 12区　2.1区
3.11区　4. 0区

3.　在宅療養中の利用者の急変時診療医療機関や後方病床の確保に向け
た取組 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 2 1 1 1 1 3 3 1. 18区　2.3区

3.3区　4. 0区

4.　訪問診療・往診を提供する医療機関と訪問看護St.との連携体制構築へ
の取組 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 2 3 1. 21区　2.1区

3.2区　4. 0区

1.　医療・介護関係者間で共有すべき情報や情報共有のニーズ、共有方法
の検討 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 3 1 1. 22区　2.1区

3.1区　4. 0区

2.　現在使用されている情報共有ツールやその活用状況の確認 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1. 19区　2.4区
3.1区　4. 0区

3.　地域で充実又は作成するべき情報共有ツールの検討 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 2 3 1 2 1 1 1 2 1 1. 18区　2.4区
3.2区　4. 0区

4.　情報共有ツールの導入や利用促進 1 1 2 1 2 1 1 1 3 1 1 1 1 1 3 1 3 1 2 1 1 1 3 1 1. 17区　2.3区
3.4区　4. 0区

5.　４で導入した情報共有ツールの活用状況や効果についての評価や改善 3 3 3 2 2 1 2 1 3 1 3 2 2 1 3 1 3 2 2 1 1 1 3 3 1. 8区　2.7区
3.9区　4. 0区

6.　その他（エ）に該当すると思われる取組　（下欄に具体的に記載） 大阪府作
成の入退
院支援の
手引きに
ある入院
時情報提
供書にか
かりつけ歯
科、かかり
つけ薬剤
師を記載
出来るよう
に改変し
ホーム
ページで
周知した

区内の専
門相談機
関と一緒
になり、専
門機関相
談員のＰＲ
シートの作
成と周知
活動。（役
割の明確
化）

地域診断
会用の共
有シートに
在宅医療
機関を明
確化。地域
福祉Coな
どの地域
密着情報
が加わっ
た。医介
Co通信
No1-3発行
しHPに掲
載した。

共有ツー
ルの利用
状況は継
続して年1
回調査予
定。

Aケアカー
ドシステム

メディカル
ケアステー
ション
（MCS）の
導入

ICT(MCS)
を活用した
情報発信
による情報
共有
・コーディ
ネーター通
信発刊し、
情報発信
と情報共
有

様々な連
携シートを
集めて手
元にある
が、具体的
な検討に
は至ってい
ない。

ICTを用い
た情報共
有に関し
て、市内で
用いられて
いる代表
的なツー
ルについ
て医師会
担当理事
に情報提
供

在宅医療
介護連携
推進会議
実務者部
会設置

病院と在
宅医療介
護関係者
による連携
会議（どら
やきの会）
にて連携
シートの利
用状況等、
連携につ
いての情
報共有と
検討を行っ
ている

（
エ

）
医
療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共
有
の
支
援
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

（エ）に関連する取組
の実施状況

1. 実施している
2.実施に向けて準備・
調整中（R2年度下半
期以降に実施予定）
3. 現時点では未着手
（実施に向けた具体
的な準備・調整にい

たっていない。）

住吉区内
訪問看護
ステーショ
ン・訪問介
護事業所
にアンケー
ト調査、居
宅介護支
援事業所
に訪問し
連携につ
いての聞

き取り調査
を実施

他区コー
ディネー

ターとの情
報交換

・コロナ禍
において、
これまで積
み上げてき
た多職種連
携が途切れ
ないよう
に、医師会
が中心とな
りWebを活
用した研修
会・会議を
開催してい
る。
・コロナの
最近の状況
とインフル
エンザ流行
期における
対応や区内
の病院の現
状と取組み
について研
修会を開催
し、情報共
有した。
・訪問介護
の方へのコ
ロナウイル
ス感染症に
ついての研
修会を開催
し、連携強
化に努め
た。

がん患者
の地域緩
和ケア連
携につい
ても調整
中

前年度か
らの状況
で継続して
いる

入退院支
援のため
MSW連絡
会を作る
各専門職
連絡会に
参加し、連
絡会同士
を繋げる
取り組み

・医-介：多
職種ネット
ワーク会
議でコロナ
禍での課
題の把握
と討議。
・医-介：4
月に：
COVID-19
感染拡大
下のケア
マネに医
療-介護の
連携にお
ける問題
把握のア
ンケート実
施。

Aケアカー
ドシステ

ム・ブルー
カードシス
テムにより
できてい

る。

病院ー施
設連携、

集まれる
人で情報
交換会

受託法人　ウエオ

（
ウ

）
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と
在
宅
介
護
の
提
供
体
制
の
構
築
推
進
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

（ウ）に関連する取
組の実施状況に
ついて、該当する
選択肢番号を入
力してください。

1. 実施している
2.実施に向けて準
備・調整中（R2年
度下半期以降に

実施予定）
3. 現時点では未
着手（実施に向け
た具体的な準備・
調整にいたってい

ない。）

5.　その他（ウ）に該当すると思われる取組　（具体的に記載）

多職種連
携のため

の新型コロ
ナウイルス
感染症関

連アンケー
ト実施

新型コロナ
感染症に
対応した
訪問看護
連携体制
構築,各事
業所への
新型コロナ
ウイルス
感染症関
連のアン
ケート実

施、ホーム
ページの

更新、各事
業所への
通信の発
行を行い
情報提供
や共有を
行ってい

る。

ＩＣＴ（この
はネット）
への加盟
を多職種
連携研修
会等で呼
び掛けて

いる。

在宅医療
実施状況
アンケート
と機関リス
ト作成。管
内病院へ
の配布。

新型コロナ
ウイルス
感染拡大
の影響を
介護事業
書にアン
ケート、お
よび研修

実施

ホーム
ページを作
成して情
報提供を
行ってい

る。情報誌
ハーモ

ニーは月1
回程度発
信してい

る。


